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発行所　古河市鴻巣１１８９−４　  古河商工会議所内
　　　　社団法人古河法人会　電話 0280（48）６１２３
　　　　ホームページアドレス　http://www.koganet.ne.jp/〜shakoga/index.htm

＝古河こどもまつり＝	 　〈総和地区会〉

「青少年のための古河市民会議」主催。子供会・PTAを始めとして多数団体の協力を得て、
ネーブルパークで開催。古河・総和・三和地区が輪番で開催。
子供達が、ダンス・和太鼓・お囃子などで、日ごろの練習成果を発揮すると同時に、世代を
こえた地域の人々との輪が広がっています。また、様々な催事も開催しており、大人も子供
も楽しめる、イベントとなっております。

（写真提供：青少年のための古河市民会議）
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定
例
総
会
は
去
る
五
月
十
七
日
（
木
）

古
河
市
内
「
カ
ナ
ル
ハ
ウ
ス
」
を
会
場
に
、

古
河
税
務
署
阿
部
洋
一
前
署
長
ほ
か
多
数

の
ご
来
賓
を
お
招
き
し
開
催
し
た
。

総
会
の
前
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
お

な
じ
み
の
作
家
の
井
沢
元
彦
氏
を
招
き
、

「
歴
史
が
教
え
る
経
営
戦
略
」
と
題
し
、

公
開
講
演
会
を
開
催
。
江
戸
時
代「
コ
メ
」

は
、
商
人
に
一
方
的
な
値
段
で
決
定
さ
れ

た
結
果
、
大
幅
下
落
し
、
財
政
が
破
綻
」

し
た
点
や
江
戸
の
街
は
「
ゴ
ミ
」
な
し
社

会
だ
っ
た
等
で
聴
講
者
を
「
と
り
こ
」
に

す
る
語
り
口
で
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
。

結
論
と
し
て
、「
歴
史
の
教
科
書
は
間
違

い
だ
ら
け
」・「
江
戸
時
代
は
武
器
調
達
が

遅
れ
た
」・「
熊
野
古
道
は
雨
が
多
く
、
す

で
に
、
石
の
舗
装
だ
っ
た
」「
言
葉
を
対

比
し
特
徴
を
理
解
す
る
」
と
語
り
、
現
在

の
企
業
経
営
に
も
参
考
と
な
る
考
え
方
を

披
露
し
、
参
加
者
約
百
七
十
名
が
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
聴
講
し
た
。

通
常
総
会
は
、
弓
削
会
長
を
議
長
に
、

平
成
二
十
五
年
四
月
ス
タ
ー
ト
予
定
の

「
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
」
承
認
を
メ

イ
ン
と
し
、
平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
、
二
十
四
年
度
の
公
益
用
事
業

計
画
・
公
益
用
予
算
等
が
審
議
さ
れ
、
滞

り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

総
会
の
後
、
関
係
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

左
記
の
方
々
・
地
区
会
が
功
労
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

女
性
会
員
の
ご
出
席
も
得
て
、
華
や
か
な

宴
と
な
り
、
歓
談
も
盛
り
上
り
、
無
事
終

了
し
た
。

（
敬
称
略
）

◎
公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会

総
連
合
会
長
表
彰

理
事　

荒
井
靖
雄
氏
（
総
和
地
区
会
）

◎
社
団
法
人
茨
城
県
法
人
会

連
合
会
会
長
表
彰

理
事　

須
藤
盛
夫
氏
（
古
河
地
区
会
）

理
事　

張
替
昌
伯
氏
（
坂
東
地
区
会
）

◎
厚
生
事
業
推
進
優
良
地
区
会
表
彰

金　

賞　

総
和
地
区
会

銀　

賞　

古
河
・
五
霞
地
区
会

銅　

賞　

該
当
な
し

紹
介
状　

五
霞
地
区
会

（
二
十
一
年
度
よ
り
）

◎
会
員
増
強
運
動
報
奨
金
贈
呈

☆
会
員
数
が
年
度
中
増
加
と

加
入
率
六
十
％
維
持
し
た
地
区
会

＊
五
霞
地
区
会

☆
会
員
獲
得
地
区
会

＊
古
河
・
坂
東
・
境
・
総
和
・
三
和

地
区
会

◎ ㈳古河法人会地区会別会員加入状況 （平成24年６月末現在）

地区会名 法人数 会員数 加入率 地区会名 法人数 会員数 加入率

古　　河 1,016 519 51.1% 三　　和 682 285 41.8%

坂　　東 1,218 557 45.7% 五　　霞 186 126 67.7%

境 560 335 59.8%

総　　和 878 318 36.2% 合　　計 4,540 2,140 47.1%

第
二
十
七
回
『
通
常
総
会
』
を
開
催

表
彰
状
等
受
彰
者
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弓削会長あいさつ

阿部前古河税務署長あいさつ

懇親会　女性部会役員

講演会（井沢元彦氏）

来賓席
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平成23年度収支計算書総括表
平成23年4月1日～平成24年3月31日まで

単位 : 円
科　　　　　　目 一般会計 収益事業特別会計 内部取引消去 合　　計

Ⅰ . 事業活動収支の部
　1. 事業活動収入
　　(1) 基本財産運用収入 3,000 0 3,000 
　　(2) 会費収入 15,288,000 0 15,288,000 
　　　　一般会費収入 12,945,000 0 12,945,000 
　　　　入会金収入 44,000 0 44,000 
　　　　特別会費収入 2,299,000 2,299,000 
　　(3) 事業収入 6,643,000 0 6,643,000 
　　(4) 助成金等収入 7,088,000 0 7,088,000 
　　(5) 雑収入 1,782,004 14,073 1,796,077 
　　(6) 繰入金収入 0 89,027 89,027 0

事業活動収入合計 30,804,004 103,100 89,027 30,818,077 
　2. 事業活動支出
　　(1) 事業費 20,309,896 0 20,309,896 
　　　　給料手当 3,840,000 0 3,840,000 
　　　　事務委託費 1,224,000 0 1,224,000 
　　　　研修会費 8,024,066 0 8,024,066 
　　　　社会貢献活動費 1,457,208 0 1,457,208 
　　　　会報発行費 1,246,698 0 1,246,698 
　　　　その他 4,517,924 0 4,517,924 
　　(2) 会議費 6,685,729 0 6,685,729 
　　(3) 管理費 3,938,442 103,100 4,041,542 
　　　　給料手当 960,000 0 960,000 
　　　　租税公課 29,700 103,100 132,800 
　　　　その他 2,948,742 0 2,948,742 
　　(4) 繰出金支出 89,027 0 89,027 0

事業活動支出計 31,023,094 103,100 89,027 31,037,167 
事業活動収支差額 △ 219,090 0 0 △ 219,090

Ⅱ . 投資活動収支の部
　1. 投資活動収入
　　(2) 特定資産取崩収入 4,201,542 0 4,201,542 
　　　　投資活動収入計 4,201,542 0 4,201,542 
　2. 投資活動支出
　　(2) 特定資産取得支出 4,565,000 0 4,565,000 

投資活動支出計 4,565,000 0 4,565,000 
投資活動収支差額 △ 363,458 0 △ 363,458

当期収支差額 △ 582,548 0 △ 582,548
前期繰越収支差額 9,946,312 0 9,946,312 
次期繰越収支差額 9,363,764 0 9,363,764 
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平成24年度公益用収支予算積算明細書
平成24年4月1日～平成25年3月31日まで

単位　円
科　　　　　　目 当年度 前年度 増減 摘　要

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１.　経常増減の部
　（1）　経常収益
　基本財産運用益 3,000 0 3,000 
　受取入会金 70,000 0 70,000 35社分
　　受取入会金 70,000 
　受取会費 13,056,000 0 13,056,000 
　　正会員受取会費 13,056,000 2,176社分
　事業収益 230,000 0 230,000 
　　研修事業収益 130,000 古河地区会女性部会研修会会費
　受取補助金 6,827,000 0 6,827,000 
　　受取助成金振替額 6,419,000 全法連公益事業助成金
　　受取補助金 408,000 市町村補助金
　受取負担金 1,161,000 0 1,161,000 
　　受取負担金 1,161,000 内坂東地区会〈年2千円〉1,136千円
　雑収益 1,435,695 0 1,435,695 祝金等
　経常収益計 22,782,695 0 22,782,695 

科　　　　　　目 当年度 前年度 増減 摘　要
　（2） 経常費用
　事業費
　税の啓発事業費 10,739,870 0 10,739,870 税務研修会・青年の集い等
　地域社会貢献事業費 6,162,400 0 6,162,400 経営研修会・セミナー等
　　寄付金 1,740,000 社会福祉協議会・防犯協会・交通安全協会等
　　その他 4,422,400 
　会員支援事業費 5,955,200 0 5,955,200 視察研修・賀詞交歓会等
　福利厚生等事業費 103,000 0 103,000 
　　租税公課 103,000 
　管理費 5,399,530 0 5,399,530 総会・理事会等
　経常費用計 28,360,000 0 28,360,000 
　当期経常増減額 △ 5,577,305 0 △ 5,577,305
注 ) 予算様式の大幅な変更により前年度予算対比は行わない。

公益事業比率 59.6%

科　　　　　　目 当年度 前年度 増減 摘　要
２. 経常外増減の部
　経常外収益計 0 0 0 
　経常外費用計 0 0 0 
　当期経常外増減額 0 0 0 
　　当期一般正味財産増減額 △ 5,577,305 0 △ 5,577,305
　　一般正味財産期首残高 24,924,651 0 24,924,651
　　一般正味財産期末残高 19,347,346 0 19,347,346 
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 
　　指定正味財産期首残高 5,000,000 0 5,000,000 
　　指定正味財産期末残高 5,000,000 0 5,000,000 
Ⅲ　正味財産期末残高 24,347,346 0 24,347,346 
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こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
国
税

庁
課
税
部
酒
税
課
よ
り
参
り
ま
し

た
本
宮
と
申
し
ま
す
。

茨
城
県
の
勤
務
は
初
め
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
前
署
長
の
阿
部
同

様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

社
団
法
人
古
河
法
人
会
の
皆
様

方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
税
務
行
政

全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
は
、
良
き
経
営
者
を
目

指
さ
れ
る
方
々
の
団
体
と
し
て
、

正
し
い
税
知
識
の
普
及
や
納
税
道

義
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
研
修
会
、

講
演
会
や
社
会
貢
献
活
動
な
ど
、

様
々
な
事
業
を
積
極
的
に
推
進
さ

れ
、
会
員
企
業
や
地
域
社
会
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
弓
削
会
長

を
は
じ
め
役
員
の
方
々
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご

熱
意
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

古
河
法
人
会
は
、
本
年
五
月
の

総
会
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人

へ
の
移
行
を
決
め
ら
れ
、
移
行
認

可
に
向
け
た
手
続
を
進
め
ら
れ
て

い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

新
公
益
法
人
制
度
下
に
お
き
ま
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
信
頼
・
協
力

関
係
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、

今
後
と
も
、
法
人
会
の
皆
様
方
と

の
連
携
・
協
調
を
引
き
続
き
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

現
在
、
行
政
に
対
し
ま
し
て
は
、

国
民
や
事
業
者
の
負
担
軽
減
と
利

便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
税
務
行
政
の
運
営

に
お
き
ま
し
て
も
、
内
部
事
務
の

一
元
化
や
電
話
相
談
集
中
化
な
ど

の
各
種
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
（
e

−

T
a
x
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
納
税
者
の
皆
様

の
利
便
性
の
向
上
に
大
き
く
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
事
務
の
効
率
化

に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
普
及
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

更
に
本
年
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
利

用
率
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
納

税
者
の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
や

税
務
行
政
の
効
率
化
の
視
点
も
取

り
入
れ
て
五
月
に
策
定
さ
れ
た

「
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
善
計
画
」
に

基
づ
き
、
e

−

T
a
x
の
一
層
の

普
及
及
び
定
着
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

古
河
税
務
署
に
お
け
る
e

−

T
a
x
の
利
用
割
合
は
、
お
か
げ

さ
ま
で
関
東
信
越
国
税
局
管
内
で

も
高
い
水
準
に
あ
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
貴

会
の
様
々
な
ご
支
援
・
ご
協
力
に

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

古
河
税
務
署
長

本　

宮　
　

孝　

夫

管
理
運
営
第
一
部
門
総
括
上
席

野　

部　

広　

美（
国
税
局
）

管
理
運
営
第
二
部
門
統
括
官

中　

條　
　
　

聡

徴
収
部
門
統
括
官

平　

田　

信　

秀

個
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官

藤　

栄　
　
　

薫（
国
税
局
）

個
人
課
税
第
二
部
門
統
括
官

佐
々
木　

弘　

勝（
大　

宮
）

資
産
課
税
部
門
統
括
官

鰐　

川　
　
　

弘（
川　

口
）

法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官

須　

藤　

勝　

幸
（
関
信
審
判
所
）

法
人
課
税
第
一
部
門
総
括
上
席

土　

屋　

幸　

枝（
国
税
庁
）

法
人
課
税
第
二
部
門
統
括
官

野　

口　

誠　

二（
所　

沢
）

法
人
課
税
第
三
部
門
統
括
官

粕　

谷　

俊　

則（
国
税
局
）

よ
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
で
あ
る

と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
更
な
る
普
及
と
定

着
に
向
け
て
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
社
団
法
人
古
河
法
人

会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、

会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
繁
栄
及
び

会
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
ご
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

幹
部
職
員
名
簿（
前
任
地
）

署　
　

長
本　

宮　

孝　

夫（
国
税
庁
）

総
務
課
長

倉　

澤　
　
　

聡（
秩　

父
）

総
務
課
長
補
佐

田　

中　
　
　

勇

（
古
河
・
法
人
課
税
）

総
務
係
長

川　

本　

正　

博

会
計
係
長

小　

林　

真　

樹

管
理
運
営
第
一
部
門
統
括
官

秋　

山　

隆　

司

古
河
税
務
署
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　ｅ-Ｔａｘソフトまたはご契約
されている会計ソフトを利用し
て、法定調書のデータを関与先納
税者の所轄税務署へ代理送信する
ことができます。

「データ送信」で提出完了！

税理士事務所
税務署
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地
域
社
会
貢
献
活
動

委
員
会
活
動

□
車
椅
子
六
台
を
贈
呈

管
内
四
地
区
の

社
会
福
祉
協
議
会
に
贈
呈

平
成
二
十
三
年
度
の
地
域
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
四
地
区
の
社

会
福
祉
協
議
会
に
対
し
車
椅
子
六

台
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
当
地
域
で

も
、
す
で
に
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

広
く
地
域
の
皆
様
に
お
役
に
立
て

れ
ば
と
願
う
も
の
で
す
。

今
後
も
当
会
の
指
針
で
あ
る
、

地
域
振
興
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

の
ご
意
見
を
是
非
お
寄
せ
下
さ
い
。

☆
古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

感
謝
状
受
賞

二
月
二
十
九
日
（
水
）
、
古
河

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
第
二
回

社
会
福
祉
大
会
」
で
、
弓
削
会
長

が
出
席
。

「
多
大
な
る
善
意
を
寄
せ
ら
れ
、

社
会
福
祉
事
業
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
」
と
し
て
感
謝
状

を
受
賞
し
ま
し
た
。

三
月
十
九
日(

月)

に
開
催
。

二
十
四
年
度
の
目
標
（
六
十
四

社
）
と
推
進
方
法
・
地
区
会
目
標

を
協
議
し
た
。

☆
地
区
会
目
標

　

古
河
地
区
会　
　
　

十
五
社

　

坂
東　

〃　
　
　
　

十
五
社

　

境　
　

〃　
　
　
　
　

十
社

　

総
和　

〃　
　
　
　
　

十
社

　

三
和　

〃　
　
　
　
　

十
社

　

五
霞　

〃　
　
　
　
　

四
社

右
記
目
標
に
対
し
、
実
績
順
に
、

従
来
同
様
の
表
彰
を
す
る
。

六
月
十
八
日
（
月
）
に
開
催
。

二
十
四
年
度
の
目
標
（
新
規
企
業

十
三
社
・
紹
介
五
十
二
社
）
と
推

進
方
法
・
地
区
会
目
標
を
協
議
し

た
。

☆
地
区
会
目
標
（
厚
生
制
度
新
規

加
入
先
数
目
標
）

古
河
地
区
会
三
社
・
紹
介
十
三
社

坂
東　

〃　

二
社
・
〃　
　

八
社

境　
　

〃　

二
社
・
〃　
　

七
社

総
和　

〃　

三
社
・
〃　

十
三
社

三
和　

〃　

二
社
・
〃　
　

八
社

五
霞　

〃　

一
社
・
〃　
　

三
社

右
記
目
標
に
対
し
て
実
績
順
に
、

従
来
同
様
の
表
彰
を
す
る
。
更
に
、

二
十
一
度
よ
り
実
施
の
企
業
紹
介

目
標
も
表
彰
す
る
。

組
織
委
員
会

上段右より
弓削会長と土岐会長
渡邉坂東地区会長と吉原会長
櫻井境地区会長と福田会長
下段右より
総和支所矢澤地区会長と須藤常務理事
三和支所森田地区会長と斎藤支所長
須釜五霞地区会長と中川会長

厚
生
委
員
会
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六
月
二
十
七
日
（
水
）、
本
紙

五
十
二
号
発
行
の
委
員
会
を
開
催
。

表
紙
は
、「
総
和
地
区
会
」
が
担
当
。

記
事
の
内
容
は
、
概
ね
従
来
同
様

の
内
容
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
発

行
部
数
は
従
来
通
り
三
千
部
と
す

る
。会

員
増
強
の
た
め
の
「
法
人
た

よ
り
」
活
用
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
し
た
。

新
規
会
員
紹
介
は
、
四
十
八
号

よ
り
、
名
刺
サ
イ
ズ
の
「
会
社
紹

介
」
記
事
と
し
、
写
真
貼
付
も
可

と
し
た
。
新
規
会
員
紹
介
は
、
紹

介
欄
拡
大
希
望
と
記
事
写
真
を
大

き
く
と
の
意
見
が
出
て
改
善
す
る

旨
伝
え
た
。

五
月
七
日
（
月
）、
古
河
商
工

会
議
所
会
議
室
に
て
、
理
事
会
を

開
催
し
た
。

第
二
十
七
回
総
会
議
案
に
つ
い

て
・
二
十
三
年
度
の
会
員
増
強
褒

賞
・
厚
生
事
業
優
良
表
彰
・
功
労

者
表
彰
を
主
体
に
協
議
し
た
。

＝
今
後
の
行
事
等
の
予
定
＝

☆
公
益
認
定
申
請

　

九
月
上
旬
ま
で
に
予
定
。

☆
第
三
回
理
事
会

　

十
月
二
日
（
火
）
開
催
予
定
。

☆
研
修
委
員
会

　

十
月
上
旬
開
催
予
定
。

☆
税
制
改
正
提
言
活
動

十
月
下
旬
に
国
会
議
員
・
首

長
・
議
長
に
対
し
て
実
施
予
定
。

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
「
車
椅

子
」
寄
贈

　

二
十
五
年
二
月
予
定
。

☆
交
通
安
全
・
防
犯
協
会
へ
の
グ

ッ
ズ
等
の
寄
贈

　

二
十
五
年
三
月
予
定
。

☆
県
連
主
催
「
第
十
七
回
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
」

＝
「
染
野
伸
一
氏
」
個
人
優
勝
＝

二
十
三
年
九
月
十
五
日(

木)

、

「
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
開
催
。

当
会
よ
り
六
名
が
参
加
。

団
体
戦
は
、
八
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
第
四
位
入
賞
。

ま
た
、
個
人
戦
は
五
十
九
人

が
参
加
し
、
染
野
氏
が
グ
ロ
ス

八
十
六
、
ネ
ッ
ト
七
十
二
・
六
で

栄
え
あ
る
優
勝
を
勝
取
り
ま
し
た
。

地
元
で
の
慰
労
会
は
、
大
変
盛

り
上
り
、
参
加
者
で
団
体
優
勝
を

誓
い
ま
し
た
。

☆
県
連
主
催
単
位
会
対
抗
「
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」

＝「
宍
戸
俊
彦
氏
」個
人
準
優
勝
＝

二
月
十
六
日
（
木
）「
つ
く
ば

ス
ポ
ー
レ
ボ
ウ
ル
」
で
開
催
。
当

会
よ
り
四
名
が
参
加
。

団
体
戦
の
第
一
ゲ
ー
ム
は
、
二

位
に
つ
け
た
が
、
後
半
疲
れ
て
、

第
七
位
に
終
わ
っ
た
。

ま
た
、
個
人
戦
は
、
宍
戸
氏
が

三
百
四
十
一
点
の
高
得
点
を
挙
げ

準
優
勝
し
ま
し
た
。

☆
第
二
十
六
回
総
会
開
催

四
月
十
二
日
（
木
）、
二
十
八

名
参
加
し
、
開
催
。

全
議
案
が
原
案
通
り
、
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

諸
会
議
の
開
催

部
会
活
動

広
報
委
員
会

二
十
四
年
度
第
一
回
理
事
会

青

年

部

会
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☆
第
二
回
正
副
会
長
会
議
開
催

＝
年
間
事
業
決
定
＝

七
月
十
日
（
火
）、
十
一
名
出

席
し
開
催
。

＊
八
月
十
日
（
金
）
古
河
市
主

　
「
道
の
日
」
清
掃
活
動
。　

＊
十
一
月
一
日（
木
）～
二
日（
金
）

　

全
国
青
年
の
集
い「
宮
崎
大
会
」

＊
古
河
駅
頭
清
掃
活
動

　

十
一
月
十
二
日(

月)

古
河
・
総
和
・
三
和
地
区
会
が

参
加
。

＊
小
学
生
向
け
租
税
教
室

「
九
月
下
旬
か
ら
十
二
月
中
旬
」

女
性
部
会
と
合
同
で
講
師
助
手

と
し
て
参
加
。
詳
細
は
、
女
性

部
会
行
事
へ
記
載
。

＊
役
員
研
修
会

二
十
五
年
二
月
十
五
日(

金)

、

「
日
産
自
動
車　

栃
木
工
場
」

見
学
。

☆
古
河
税
務
署
阿
部
洋
一
前
署
長

講
演
会
開
催

一
月
二
十
六
日
（
木
）、
二
十

五
名
参
加
し
、
古
河
商
工
会
議
所

で
十
時
か
ら
「
仏
教
の
歴
史
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
。

内
容
は
、
葬
式
仏
教
・
仏
教
の

伝
来
・
聖
徳
太
子
の
登
場
・
平
安
・

鎌
倉
仏
教
等
多
岐
に
わ
た
り
、
参

加
者
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
た
。

☆
第
二
十
六
回
総
会
開
催

四
月
九
日
（
月
）、
二
十
七
名

参
加
し
、
開
催
。

全
議
案
が
原
案
通
り
、
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

☆
第
七
回
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
群
馬
大
会
）
へ
初
参
加

四
月
十
二
日
（
木
）、
グ
リ
ー

ン
ド
ー
ム
前
橋
で
開
催
。

当
会
で
は
、
斎
藤
部
会
長
と
高

橋
監
事
の
二
名
が
初
参
加
。

非
常
に
感
動
的
で
、
二
十
五
年

は
是
非
、
沢
山
の
役
員
参
加
を
、

呼
び
掛
け
た
い
と
の
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

☆
第
一
回
正
副
会
長
会
議
開
催

＝
年
間
事
業
決
定
＝

六
月
二
十
五
日
（
月
）、
十
六

名
出
席
し
開
催
。

＊
役
員
視
察
研
修

十
月
三
十
一
日(

水)

、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
等
の
見
学
。

＊
小
学
生
向
け
租
税
教
室
参
加

全
法
連
グ
ッ
ズ
を
古
河
税
務
署

管
内
の
生
徒
全
員
へ
配
布
予
定
。

古
河
・
総
和
・
三
和
地
区
会
役
員

が
講
師
助
手
参
加
。

青
年
部
会
と
合
同
で
参
加
。

＊
「
ミ
ニ
」
講
演
会
開
催
予
定

二
十
五
年
一
月
下
旬
、
正
副
会

議
と
同
時
開
催
予
定
。

女

性

部

会

「法人会員」募集中
新規会員を募集中です。

既会員のご関係先で未加入の法人がございましたら、是非ご加入をお勧め下さい。

講演会の聴講、税務関連の講習会、会員間の異業種交流などお役に立てるものと存

じます。

お申込みの手続きは、各地区会事務局までお願いいたします。
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◎
総
会
・
女
性
部
会
と
合
同
総
会

開
催

五
月
二
十
九
日（
火
）、地
元「
並

木
会
館
」
で
、
三
十
四
名
が
参
加

し
、
開
催
。

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

◎
総
会
後
、
税
務
研
修
会
を
開
催

古
河
税
務
署
阿
部
上
席
調
査
官

を
講
師
に
招
き
、「
二
十
四
年
度

税
制
改
正
」
を
テ
ー
マ
に
充
実
し

た
内
容
だ
っ
た
。

◎
青
年
部
総
会
開
催

六
月
十
三
日
（
水
）、
宇
都
宮

市
「
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
宇
都

宮
」
で
、十
二
名
が
参
加
し
、開
催
。

全
議
案
を
可
決
承
認
。

総
会
前
に
、「
ニ
ュ
ー
セ
ン
ト

ラ
ル
Ｇ
Ｃ
」
で
親
睦
ゴ
ル
フ
を
開

催
。懇

親
会
は
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

話
題
に
花
が
咲
き
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
成
績
は
左
記
の
通
り

で
す
。

優　

勝　

桜
井
敏
雄
氏

不
動
産
セ
ン
タ
ー
㈱

準
優
勝　

宍
戸
俊
彦
氏

フ
ァ
ス
テ
ッ
ク
㈱

第
三
位　

靏
見
哲
也
氏

㈲
シ
ン
エ
イ
興
業

◎
女
性
部
会
役
員
会
開
催

六
月
七
日
（
木
）
開
催
。
事
業

計
画
決
定
。

◎
今
後
の
行
事

☆
八
月
二
十
三
日
（
木
）

情
報
交
換
会
「
中
田
屋
」

☆
九
月
十
三
日
（
木
）
～
十
四
日

（
金
）

役
員
研
修
「
蓼
科
高
原
」

☆
十
一
月

役
員
研
修

「
つ
く
ば
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」

☆
一
月

観
劇
会

☆
二
月

経
営
研
修
の
一
環
と
し
て
の

「
企
業
訪
問
」
と
新
年
会
開
催

総
和
地
区
会
と
合
同
開
催

◎
総
会
開
催

六
月
十
三
日
（
水
）、町
内
「
一

ふ
じ
」
に
於
い
て
、
二
十
八
名
参

加
し
、
第
二
十
七
回
通
常
総
会
を

開
催
。

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

会
員
増
強
の
積
極
的
な
取
組
み

を
メ
イ
ン
に
活
動
展
開
計
画
。

◎
総
会
後
、
税
務
研
修
会
を
開
催
。

古
河
税
務
署
小
宮
山
前
統
括
官

を
講
師
に
招
き
、「
二
十
四
年
度

税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー

マ
に
、
分
か
り
易
い
説
明
で
、
充

実
し
た
研
修
会
だ
っ
た
。

◎
総
会
の
開
催

＝
優
良
経
理
担
当
者
を
表
彰
＝

五
月
十
日
（
木
）、
市
内
「
冨

久
家
」
に
於
い
て
、
四
十
五
名
参

加
し
、
第
二
十
七
回
通
常
総
会
を

開
催
。

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

ま
た
、「
誠
実
・
奉
仕
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
各
種
講
習
会
・
研
修
会

の
充
実
を
は
か
り
、
会
員
企
業
の

繁
栄
に
資
す
る
事
業
展
開
計
画
。

＊
受
賞
者
の
方
々

☆
㈱
石
原
木
材　

大
塚
由
利
恵
氏

☆（
医
）共
助
会　

相
澤
智
子
氏

☆
古
河
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

神
原
美
穂
氏

☆
ト
モ
エ
乳
業
㈱　

植
田
智
子
氏

☆
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
つ
く
ば
㈱

北
村
美
樹
氏

◎
第
二
十
七
回
総
会
開
催

五
月
二
十
四
日（
木
）、市
内「
當

り
矢
本
店
」
に
於
い
て
三
十
九
名

参
加
し
開
催
。

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

ま
た
、
懇
親
会
は
来
賓
・
参
加

者
と
も
時
間
の
経
過
を
忘
れ
て
、

情
報
交
換
と
懇
親
を
深
め
た
。

三
和
地
区
会

五
霞
地
区
会

古
河
地
区
会

総
和
地
区
会

地
区
会
た
よ
り
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◎
青
年
部
会
総
会

六
月
十
五
日
（
金
）、
地
元
の

「
ザ
・
カ
ル
ビ
」
で
十
四
名
参
加

し
開
催
。

◎
女
性
部
会
総
会

六
月
十
二
日
（
火
）、
地
元
の

日
本
料
理
「
さ
し
ま
」
で
十
八
名

参
加
し
開
催
。

事
業
計
画
を
含
め
、
全
議
案
が

原
案
通
り
可
決
承
認
。

＝
二
十
四
年
度
の
事
業
内
容
＝

☆
九
月
八
日
（
土
）

地
域
社
会
貢
献
活
動
の
「
古
河

市
ふ
れ
あ
い
広
場
」
参
加

☆
十
一
月

視
察
研
修
会
（
一
泊
）

☆
二
月

経
営
研
修
の
一
環
と
し
て
の

「
企
業
訪
問
」
と
新
年
会
開
催

三
和
地
区
会
と
合
同
開
催

◎
総
会
開
催
と
視
察
研
修
会
実
施

五
月
二
十
二
日
（
火
）
～
二
十

三
日
（
水
）、東
京
の
「
両
国
」
で
、

十
六
名
参
加
し
開
催
。

第
二
十
七
回
通
常
総
会
は
、
全

議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

視
察
研
修
会
初
日
は
、
東
京
証

券
取
引
所
視
察
と
オ
ー
プ
ン
初
日

の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
学
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
「
ソ
ラ
マ
チ
」

は
、
大
変
な
賑
わ
い
だ
っ
た
。

二
日
目
は
、
木
更
津
の
「
三
井

ア
ウ
ト
レ
ッ
ド
」
を
視
察
。

二
日
間
の
研
修
は
、
坂
東
市
活

性
化
の
参
考
と
な
っ
た
。

◎
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

（
研
修
委
員
会
主
催
）

六
月
十
三
日
（
水
）、
第
四
十

六
回
大
会
を
地
元
「
猿
島
ｃ
ｃ
」

で
開
催
。
成
績
は
左
記
の
通
り
で

す
。

☆
総
合
の
部

優　

勝

　

寺
山
清
三
氏　

㈱
テ
ラ
ヤ
マ

準
優
勝

　

永
井
富
夫
氏　

栄
進
運
輸
㈱

第
三
位

　

斎
藤
哲
也
氏　

㈱
新
東
京
Ｇ
Ｃ

☆
グ
ロ
ス
の
部

優　

勝

　

會
田　

清
氏　

㈲
猿
島
水
耕

準
優
勝

　

片
山
勝
元
氏　
片
山
特
殊
鍛
工
㈱

第
三
位

　

斎
藤
哲
也
氏　

前
掲

◎
今
後
行
事

☆
経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

三
回
予
定

◎
女
性
部
会
総
会
・
視
察
研
修
会

開
催

五
月
二
十
九
日
（
火
）、「
箱
根

温
泉
」
に
て
、
十
六
名
が
参
加
し
、

開
催
。

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

天
候
が
崩
れ
、芦
ノ
湖
か
ら「
成

川
美
術
館
」へ
変
更
。「
弘
法
大
師
・

空
海
の
空
と
海
」
特
別
展
を
中
心

に
見
学
。

帰
路
は
、
新
装
後
、
人
気
が
増

し
た
「
エ
ク
ス
パ
ー
サ
ー
蛯
名
」

に
立
ち
寄
り
、
新
名
物
の
ス
イ
ー

ツ
等
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
土

産
品
も
購
入
し
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
た
。

坂
東
地
区
会

境

地

区

会
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お客様に目配り・気配り
を忘れず、ドライバーの質
の向上を目指して運行して
います。

フラットでフェアウェイの広い林間コース
ゴルフカート乗り入れ自由で楽々プレー
　★平日 7,800 円〜昼食付
　★土日祝日 13,000 円〜昼食付
早朝プレー・薄暮プレー開催

住宅用太陽光発電
産業用太陽光発電
　　のシステム施行

パッケージ製品の製造及
び販売を行っているグリー
ンプリンティング認定工場

環境配慮製品の普及をモ
ットーとしています
袋の事ならお任せ下さい。

『サービスと信用の店』

主に工業用パッキン製造

○製品名○
　・マンホールガスケット
　・グラシールガスケット

一般住宅の雨漏りから、
マンション、ビルの防水ま
で。

新会員紹介（敬称略）

古河

坂東

総和

五霞

古河

坂東

総和

㈱ Ｉ（アイ） 交 通

㈱ 新東京ゴルフクラブ

リンクス㈱

㈱ 東（あずま）シール

㈲ 川 島 ガ ス

稲毛田エンジニアリング ㈱

㈲ ＫＩ（ケーアイ）防水

住所：古河市坂間195-7 電　話：0280-47-0370

住所：坂東市弓田3377 電　話：0297-35-0711

住所：古河市西牛谷773-5 電　話：0280-33-8081

住所：五霞町川妻1104-1 電　話：0280-80-1296

住所：古河市中央町2-8-60 電　話：0280-22-0768

住所：坂東市逆井2828-32 電　話：0280-88-1893

住所：古河市上辺見968 電　話：0280-30-8305
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